
                                                     令和４年１１月１０日 

                  公益財団法人 げんでんふれあい福井財団 

 

令和４年度「げんでん芸術新人賞」の決定について 

 

当財団では、福井県の文化、芸術の振興と育成に寄与することを目的に、平成１１年度

から顕彰制度を設けています。「げんでん芸術新人賞」は、県内在住の新人芸術家で将来

を大いに期待される芸術活動を推奨する賞として贈呈するものです。 

 令和４年度「げんでん芸術新人賞」を下記のとおり決定しましたのでお知らせいたしま

す。 

記 

１． 受賞者 

                   ＜敬称略＞ 

受賞者氏名 住  所 分  野 

 浅
あさ

 賀
か

  貴
たか

 宏
ひろ

 敦 賀 市 漆 工 芸 

 鈴
すず

 木
き

  良
りょう

 一
いち

 鯖 江 市 工芸美術（木彫） 

※受賞者のプロフィールは別添資料 1 をご参照ください 

 

２． 受賞者の選考について 

   受賞者の決定は、（社）福井県文化協議会及び当財団理事または評議員から推薦の

あった候補者を対象に、当財団表彰規程に基づく表彰選考委員会の審議を経て決定し

ました。  

 （１）表彰選考会     開催日：令和４年１０月５日（水） 

 （２）選考委員        別添資料２のとおり 

 

３． 表彰式 

  （１）日  時：令和４年１１月１３日（日）１３：３０から 

 （２）場  所：日本原子力発電（株）敦賀事業本部１階げんでんふれあいギャラリー 

     【住所】敦賀市本町２丁目９－１６ 

 

４．その他 

  受賞者の顔写真がご入用の場合は、メールにてデータ送信させていただきますので、

お手数をおかけしますが下記までご連絡下さい。 

以  上   

 

                       ＜本件の問い合せ先＞ 

（公財）げんでんふれあい福井財団 事務局長：中川 幸一 

〒914-0051 福井県敦賀市本町 2-9-16 TEL：0770-21-0291 

E-mail：kouichi-nakagawa@japc.co.jp 



別添資料１ 

令和４年度「げんでん芸術新人賞」受賞者プロフィール 

 

氏   名 浅賀 貴宏（あさか たかひろ） 

 

所 在 地 敦賀市 

所属団体等 

日本文化財漆協会正会員 

福井県総合美術展工芸部門会員（無鑑査）審査委員 

敦賀市文化協会／工芸部門会員（無鑑査）審査委員 

分   野 漆工芸 

略歴・功績 

・漆工芸家として全国各地で出品活動を行っており、本年９月に敦賀市内に「漆工房あさか」を設立した。

・短大在学中に漆芸と出会い、石川県立輪島漆芸研究所で下地・塗り・素地作りなどを学んだ後、敦賀市

の大学及び企業に務める傍ら、重要無形文化財（木工芸）保持者の川北良造氏及び村山明氏から指導を

受け漆芸を磨いてきた。また、2019 年より毎年、重要無形文化財伝承者養成研修会に積極的に参加し、

更なる技術の向上に務めている。この間、作品製作を続け福井県・石川県・全国公募展に出品し入選、

受賞を重ね、昨年は第 35 回日本煎茶工芸展において文部科学大臣賞を受賞するなど、今後ますます活

躍が期待される人物である。 

２００３ 石川県立輪島漆芸研修所にて下地・塗り・素地作りを学ぶ 

２０１１ 川北良造氏（重要無形文化財（木工芸）保持者）に師事 

２０１５ 村山明氏（重要無形文化財（木工芸）保持者）に師事 

 日本伝統漆芸展 入選６回 

 第５回藝文京展 京都新聞社賞受賞 

 福井県総合美術展 知事賞１回、受賞６回 無鑑査推挙 

２０２１ 日本煎茶工芸展 最高賞・文部科学大臣賞受賞（入選５回） 

 

＜受賞者の作品＞ 

 

第 35 回日本煎茶工芸展(2021 年)「文部科学大臣賞」受賞作品「欅 拭漆 隅切盆」 



令和４年度「げんでん芸術新人賞」受賞者プロフィール 

 

氏   名 鈴木 良一（すずき りょういち） 

所 在 地 鯖江市 

所属団体等 

現代工芸美術家協会本会員／日展会友 

現代工芸美術家協会 福井会 

日展福井県作家会 

分   野 工芸美術（木彫） 

略歴・功績 

・木彫作家として県内外で活躍し、木彫りの技術を広める為、地元での教室を開く等普及にも努めている。

・高校卒業後、木彫刻師の道を選び富山で５年間修業後、武生に工房を開いた。らんまや仏像を作る日常

の仕事は、昔からの伝統に基づく技法だが、展覧会に出品する作品は自由な発想で、一つ一つ「実験」

を重ねるように作品を生み出している。木彫作家として、気に宿る「生命力」を追究し、自身が手を加

えることで作品に新しい命を吹き込もうと創作に励んでいる。２０歳代で日本現代工芸美術展（1998

年）、日展（2000 年）に初入選。以来、着々と入選を積み重ね、現在、現代工芸美術家協会本会員、日

展会友と実力を兼ね備えた作家である。 

１９９０ 富山県にて仏師 砂田清定氏に師事 

１９９８ 日本現代工芸美術展「貝の器」初入選 

２０００ 日展「大樹のイコン」初入選 

２００５ 日本現代工芸美術展「津」新人賞受賞 

２０１６ 日本現代工芸美術展「牡羊」本会員賞受賞 

２０２１ 日展「人工知能の休日」入選 

２０２１ 福井県文化奨励賞受賞 

 

＜受賞者の作品＞ 

 

第 55 回日本現代工芸美術展(2016 年) 現代工芸本会員賞受賞作品「牡羊」 



別添資料２ 

 

（公財）げんでんふれあい福井財団 

 

令和４年度表彰選考委員会委員名簿 

 

氏  名 当財団役職 参考（所属先役職） 

師尾 直登 理事長 （公財）げんでんふれあい福井財団理事長 

長谷川 雅人 専務理事 （公財）げんでんふれあい福井財団専務理事 

中嶋  翠 理 事 敦賀市文化協会会長 

水井 幸雄 理 事 （一社）福井県文化協議会会長 

五十嵐 昌子 理 事 （公財）福井県国際交流協会専務理事 

林  和彦 理 事 
日本原子力発電(株)敦賀事業本部 

立地･地域共生部長代理 

山岸 博之 評議員 登美子倶楽部「しろゆり会」理事 

吉田 豊一 評議員 
陶芸家 

（越前焼工業協同組合代表理事） 

坂井 裕之 評議員 (株)福井新聞社 営業事業局次長 

鈴木  浩 評議員 

日本原子力発電(株) 執行役員 

敦賀事業本部副事業本部長  

立地・地域共生部長 

 

 


